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1分間に17人（内12人が子ども）
1日に２万５,000人が
1年間では約1,000 万人が
飢えのために生命を失っています

   沖縄／白い家フェローシップチャーチから募金	 P. ２
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 　2022 年 3 月1日、白い家フェローシップチャーチにて
募金贈呈式が行われ、日本赤十字社、読谷村（こどもみら
い基金）、インドの YWAM（映像で紹介）、そしてハンガー
ゼロもお招きをうけ、ハンガーゼロは 200万円の寄付金を
頂きました。エチオピアのエイズ孤児等への活動のために
使わせて頂く予定です。
　伊藤牧師は、43年前にトータルビューティーの美容家
として静岡から沖縄にきて、困っている人々や悩みのある
人々、親のない子どもたちに寄り添いながら美容室経営、
講演活動、国内外における救済活動をしてこられました。
クリスマスには生活に困窮する人々のためにチャリティー

イベントを開催し、その収益金をさまざまな団体や時には
震災等、必要としている所に寄付をしてこられました。
　この 1、2 年間はコロナの影響で日本でも厳しい状況
の方が多い中、最も影響を受けるのは海外の、すでに貧
困の中にある人々であるということに心を痛めて、多くの
イベントが中止となるコロナ禍の中で感染対策をしながら
5,000人のチャリティーイベントを計画されたのです。
　当日会場の正面に設置されたステージでは、次 と々ダン
スやゴスペルが披露されました。またリースやトールペイ
ント、手作りの小物、クラフト、陶器、バッグ、アクセサ
リーやリサイクルの服の販売、飲み物や食べ物（カレーや
チャーハン、弁当等々）のブースが多数出店して賑わいまし
た。ハンガーゼロは、動画の上映やパンフレット等の配布、
ステージでの田村スタッフの飢餓の状況説明とご挨拶をさ
せて頂きました。
　伊藤牧師がはじめられた小さな一歩、公民館からスター
トしたクリスマスチャリティーイベントは、それを支えてこ
られた多くの方々の愛と祈りによって大規模なイベントに成
長し、さらに多くの人々に愛と励ましを伝えるものとなって
います。　　　　　　　（報告：沖縄事務所太田スタッフ）
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伊藤牧師（中央）㊦募金贈呈式、左から二人目に近藤スタッフ

　　 Hunger Zero を応援してくださる皆さんの広場

募金は、郵便振替又はウエブサイトからクレジットカード決済が利用できます。
ウエブサイト　https://www.jifh.org  ※ハンガーゼロで検索又は右 QＲコードから
郵便振替　00170-9-68590 日本国際飢餓対策機構 ※記入欄に「緊急救援募金」と明記
募金集計：2022 年４月17日現在で約1,329万円、皆さまの応援を心より感謝いたします。

コロナ感染から守る「緊急救援募金」に応援をお願いします

スマホから募金ページに

2021年12月5日、沖縄県読谷村にある「白い家フェローシップ
チャーチ（伊藤嘉子牧師）」によるクリスマスチャリティーイベントが、
沖縄コンベンションセンター展示棟で開催されました。このイベント
には5,000人以上の参加があり、チケット（リストバンド）大人
2,000円、子ども1,000円の売上げ（870万円）は全て各支援
団体に寄付されました。

クリスマスチャリティー開催でハンガーゼロを応援
白い家フェローシップチャーチ白い家フェローシップチャーチ

ユースチームのヒップホップダンス



▪ ルブリンの二次避難所を訪問
　ワルシャワから電車で南へ 2 時間、ウクライナ国境に近
いポーランド東部に位置するルブリンでは、ハンガーゼロ
の協力団体である韓国国際飢餓対策機構（KFHI）が、3 月
初めより二次避難所（注：国境近辺で難民を短期間、大
規模に受け入れる一次避難所に対し、中長期に落ち着いて
避難生活が送れる小規模の避難所を指す）を開設して６家
族約 20人の難民を受け入れていました。
　 18才から 60才までの男性は兵役に就くため国内に留ま
らねばならず、国外に逃れられるのは、母親と子ども、高
齢者です。若いお母さんによると、ウクライナに残ってい
る夫と携帯で連絡を取るが電話が通じないだけで不安にな
る。故郷に早く戻りたいが戦闘で傷ついた町の再建を考え
ると、子どもたちの将来のためにはこのままポーランドや外
国に移り住んだ方が良いのではと、心が揺れ動いていると

のことでした。
  KFHI が肉や野菜などの食料を
持参し、私たちは子どもたちとサッ
カーやバスケ、シャボン玉などで
しばらく遊び、持参したパンの缶
詰を手渡しました。パンが甘くて
柔らかく、味が何種類もあること
に驚いていました。
  翌日はルブリン市内でもう一ヶ
所、40〜 50名宿泊が可能な避難
所として新たに借りる建物を見学
しました。ハンガーゼロも今後、
日本からこの避難所の活動を支援

していく約束をしました。
▪ 国境検問所 メディカ
　ルブリンから車で南東へ 3 時間。ウクライナとの国境検
問所があるメディカに到着。メディカは難民が脱出を始め
てからヨーロッパ中から支援団体やボランティアが押し寄
せ、一帯はテント村のようになっていました。難民の家族
が国境を越えてくると、衣類や食料など必要なものを受け
取り、用意されたバスで数日宿泊が可能なプシェミシルの
一次避難所へと向かいます。多くのボランティアが荷物を
運ぶのを手伝ったり、病気や困っていることはないか尋ね
たりしていました。（※会話は英語よりウクライナ語かロシア語）

▪ プシェミシル、コルチョバの一次避難所
　国境を越えた難民が最初に過ごすのが、巨大なショッ
ピングセンターを改造したプシェミシル人道支援センターで
す。ボランティア登録を済ませ中に入ると、1,000名位の方
が避難していました。簡易ベットを敷き詰めたような状況
で、ペットも連れて避難している方も多く、衛生状況は決し

て良くはなさそうでした。医療関係のボランティア団体から、
コロナはもちろん、シラミなどの感染、食中毒の注意など
管理が大切であると聞きました。私たちもシーツ交換、床
清掃などのボランティアをしました。
　メディカから北へ車で 30分ほど行ったコルチョバにも検
問所があり、500人規模の避難所ができていました。私
たちは「ワールド・セントラル・キッチン」という団体に協力
し、食材を用意したり、食器や鍋を洗わせてもらいました。
難民の方とは言葉が通じず、お話を聞くことができなかっ
たのが残念でしたが、子どもたちとは一緒に遊ぶことがで
きました。

２月24日のロシア侵攻以来、ウクライナから国外に逃れた難民は、すでに
500万人（4月15日現在 UNHCR 発表）を越え、その約半数をポーランドが受
け入れています。3月21日から４月６日までの2週間、ハンガーゼロは３名の
スタッフ（近藤高史、ジェロム・カセバ、シン・オクチョル）をポーランドに派遣。
国外に逃れてきた難民の方々の避難状況や国際飢餓対策機構やソン・ソルナ
ム親善大使らの活動、様々な支援団体との情報交換や協力構築などを精力
的に進めました。またその後、月井サムエルさん（ボランティア）やハンガー
ゼロの浅野陽子スタッフも現地入りして緊急支援活動と今後の支援活動のた
めの情報収集も続けました。（※報告はホームページで速報したもを含みます）

続報続報！！ウクライナ難民緊急支援ウクライナ難民緊急支援
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避難所で清掃作業する月井ボランティア

報告:緊急支援チーム近藤高史
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▪ ジェシェフの GEM 物資倉庫
　プシェミシルから車で 1 時間ほどのジェシェフ市に GEM

（グローバル・エンパワーメント・ミッション）という国際的
な支援団体が持つ巨大倉庫があり、ハンガーゼロの親善
大使であるフルート奏者のソン・ソルナムさんが 3 月初め
より単身ポーランドに入り、GEMから物資の提供を受けて
ウクライナ国内に持ち込む活動をしておられました。
　ソルナム親善大使の紹介で、今後日本の企業や団体か
ら提供された物資は、この倉庫を利用させて頂いてウクラ
イナへ送ることができることになりました。早速、パン・ア
キモトよりパンの缶詰 100ケース（2400食分）や、中京医
薬品から医療品セットの申し出を頂き、これらを GEM倉庫
に送る予定です。またウクライナ国内に多数の活動拠点が

ある YWAM（ユース・ウィズ・ア・ミッション）とも協力し、
ウクライナへの物資支援の流れを作っていきたいと願って
います。日本で捧げられた募金を用いて、ポーランド国内
で食品や日用品などを調達し、GEMを通してウクライナ国
内へ持込むことも計画していきます。
▪ オデーサ教会の船越宣教師ご夫妻との出会い
　ウクライナ国内で 20数年働いてこられた船越宣教師ご
夫妻が、教会員と共にハンガリー国境近くの村へ避難し

ておられ、この日は
ポーランドでお会い
できました。お二人
ともロシア語が堪能
なため、難民の方の
話に耳を傾けておら

れました。最初は笑顔の難民のお母さんもやがては涙で船
越夫人の肩を抱いている姿に感動しました。心のケア、傾
聴ボランティアの働きは、悲劇をくぐり抜けてきた難民の
方々にとって特に必要であることを教えられました。
※心のケアについては、右頁の浅野スタッフ報告も一読ください。
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デザイナーズアパートメント

続報続報！！ウクライナ難民緊急支援ウクライナ難民緊急支援

物資支援で新たなパートナーと協力

ソルナムさんは、GEM 倉庫の物資
を自ら運転する車に積み込みウク
ライナ人と一緒にウクライナに届け
る活動もしています。

ハンガーゼロは大量の食料品を現地
で調達し、GEM の倉庫に提供。早速
ウクライナ国内に届けられました。

頂いた募金は次のように用いさせていただきます

①ウクライナ国境検問所（メディカ）近辺および一次避難所
（プシェミシル、コルチョバ等）での難民に対する活動支援

②ルブリン市で KFHI（韓国飢餓対策機構）と協力し開設し
た二次避難所の運営と活動支援
③ジェシェフ市にある GEMの倉庫への日本からの物資輸
送（パンの缶詰、医療品等）に協力、またポーランドで
食料や日用品を調達し、ウクライナ国内への持込を支援
④戦闘が終了後、ウクライナ国内の復興支援
⑤その他、状況の変化で緊急的に必要とされる支援
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建物に入りきれないほどの人が
集まっている「ワルシャワ バ

プテスト教会」を４月17 日に訪れま
した。ロシアのクリミア侵攻の時の
避難民で、5 年前からこの教会の
ウクライナ人礼拝を行っているミー
シャ牧師にお話を伺いました。

多岐にわたる教会の支援

　「ロシアの侵攻前は、教会に集うウクライナ人は250人
ほどだったが、いまでは600人以上、正確な数はもはや
把握できないほどです。教会には難民の方々が持ち帰れる
ように物資部屋がつくられて、衣服、オムツ、トイレットペー
パー、ハブラシ、食料品などが置かれています。侵攻が始まっ

たのが 2月24日で、みんな冬服で逃げてきたので、春物の
衣類を大量に購入する資金が必要です。教会ではワルシャ
ワの避難民の方々への支援と共に、ウクライナ国内に食料、
飲料水、医薬品などの物資を運んで希望する方々を脱出さ
せる手助けをしています。ここで必要とされることは想像を
超える大きさで、どう持続させていくかが目下の課題です。」
　ポーランド政府がウクライナ避難民に対して社会保障番
号を発行しており、それを取得すると公共サービスを利用
できるようになるため、その取得の手助けや長期的な住居
の確保など教会の支援は多岐にわたっています。今、ワル
シャワの 5 人に１人がウクライナ人で、いま最大の課題は一
気に増えた人たちにどうやって仕事を見つけるかということ
のようでした。

圧倒的に不足している心のケア

　「物資支援は引き続き必要ですが、同時に心のケアが圧
倒的に不足しています。ウクライナの避難民は女性が多く、
安心して集まり心の内を話せる場所が必要なので、礼拝後
に別の場所を用意して自由に話し、祈り合う時間を設けて
います。教会では心を許して話せるので、その必要に応え
るためトラウマ カウンセリングのトレーニングの準備を進め
ているところです。」

　トレーニングの準備のために教会を訪れていた米国人宣
教師（ウクライナに長くいて言葉が通じる）と話すウクライ
ナの方々は、自分の体験や悩みを涙ながらに打ち明けてい
ました。

全てを失う人生二度目の体験で落胆

　お話を伺うことができたドネツク出身の女性は、ロシア
のクリミア侵攻の時、キーウに避難して生活を再建し、イ
ルピンに家を建てて入居した矢先に今回の侵攻が起こり、
一生懸命働いてやっと建てた家が全壊した、と涙ながらに
話しておられました。また人生に二度もすべてを失う体験
をし、50歳過ぎて言葉も通じない国でどうやって働き生き
ていけばいいのかと途方に暮れていました。避難している
人はみんな残っている家族や友人のことを心配すると同時
に、自分が逃げた後ろめたさに苛まれています。
　もう一人のオデーサ出身の若い女性は、元は幼稚園の先
生をしていたが、今はウエイトレスとして働くしかないと悲
しそうに話していました。

ハンガーゼロは、同バプテスト教会とも協力してウクライ
ナ難民の支援を進めていたいと考えています。下記のご案
内から、引き続き募金にご協力をお願いいたします。

４月16日にポーランドに入り緊急支援に加わった
ハンガーゼロ浅野陽子スタッフからの報告です。

【ウクライナ緊急支援募金】
募金は…①郵便振替　②ホームページからの
クレジットカード決済利用の２種類
①郵便振替　00170-9-68590 一般財団
法人日本国際飢餓対策機構　「ウクライナ緊急支援」と明記
②ホームページ　募金画面からクレジットカード、コンビニ決済
がご利用できます。

広報より：ウクライナ緊急支援の情報は、速報性重視の観点からホームページやYouTube チャンネルで先行公開しております
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FHが介入するまでの暮らし

　エスメラルダさんの父親は、「以前はもっと単調な生活で、
衛生面などの生活習慣も改善されていませんでした。物質
的にも精神的にも多くのものが不足していました」と言い、
エスメラルダさんは、「サポートチャイルドになる前は、両
親から勉強のサポートがなかったし、学用品もあまり買って
もらえなくて悲しかった」と言っていました。

からだと共に心もサポート

　FHボリビアのスタッフは、エスメラルダさんの家族を訪
問して野菜の種と鶏を支給し、家庭菜園の取り組み方につ
いて伝えました。そして家族がそれを実施できるように手
助けをしたので、家族は野菜を食べることができるように
なり、また鶏の卵も摂取できました。FHボリビアのスタッフ
は聖書の言葉で家族を励まして、精神的なサポートも行い
ました。

家族の変化

　エスメラルダさんは、サポートチャイルドになってとても
幸せそうで明るくなりました。学用品や衛生キットなどの支
援を受けていますし、食生活も改善されています。彼女の
笑顔はクラスメイトにも良い影響を及ぼしています。また
彼女は勉強にも熱心に取り組み、態度もよく、成績も優れ
ています。
　姉のヘレンさんは、妹が幸せそうにしていて成績も向上
したのを見て安心しています。ヘレンさんもまたクラスで

一番になろうと努力をしています。
　学校の先生は「エスメラルダは何事にも非常に熱心で、
クラスメイトにもいい影響を与えるようになりました。明る
くて良い雰囲気を持っています」と言っています。また同級
生のケリーさんは、「彼女はとても陽気なので、私は彼女と
一緒に宿題をするのが好き」と話してくれました。　
　FH ボリビアのスタッフは、エスメラルダさんの明るい雰
囲気が周りに多くの影響を与えている事に驚くと同時に、
彼女の家族の支援に携われたことを感謝しています。

　■ ボリビア／エスメラルダ・チュイ・ソラさんの家族

 彼女の笑顔がクラスメイトにも好影響

「一人ひとりが尊く大切な存在」

家族の
S
ストーリー
tory

エスメラルダさんは9歳です。両親と2人の姉妹と一緒
に暮らしています。家族は、パパイヤ、レモン、サツマ
イモ、ジャガイモなどの収穫物で生活しています。

エスメラルダさん（中央）の先生、クラスメート

Bolivia

小西駐在員はボリビアに戻りました

　昨秋に一時帰国していました小西小百合
スタッフは、３月下旬に再びボリビアに戻
り、国際飢餓対策機構ボリビアでの活動
を再開しました。現地での様子は、本紙で
の連載などで報告させていただきます。

FH= 国際飢餓対策機構
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Q SDGsと自販機設置の経緯について
　もともと越井社長から「やるならコシイグループとして17
の開発目標全てにかかわるべきではないか」という方向性
が出されていました。その中で営業部門の入社３年目の社
員から、SDGs をもっと社会に目にみえる形にしていけば
会社の強みにもなるのでは、との提案が出され社員間でも

チャレンジしようとい
う気運が生まれまし
た。ちょうどその時期

（2019年）にキリンビ
バレッジさんから募
金型自販機の提案が
あり、ハンガーゼロ

の活動を応援することで会社として貧困と飢餓の２つの開
発目標に取り組もうということになりました。特に貧困と飢
餓の目標は、社員全員が関わるべきことでもあるので、日
常の中で誰も利用できる自販機のアイデアはとても素晴ら
しいと思いました。

社員食堂に機関紙や募金感謝状を掲示

Q  自販機の説明はどのように
　ドリンク１本が 10円の支援になることの告知はもとより、
ハンガーゼロさんの機関紙や年２回送られてくる「自販機
利用による募金の感謝状」をみんなが利用する社員食堂に
掲示しています。募金実績としてはまだこれからのところは
ありますが、今年からハンガーゼロ自販機のみに集約した
のでもう少し伸ばせるかなと期待しています。

取引企業さんにも伝えて支援の輪を広げたい

Q SDGsに取り組んでみて
　当社は環境貢献事業という枠から、
SDGs の取り組みの中で、ハンガーゼ
ロさんへの協力を通じて、社会貢献に
も関われるようになりました。当社で
は、毎年全国のお取引企業様に集まっ
てもらって勉強会を開催しているので
すが、SDGs への取り組みとしてこの
ハンガーゼロの自販機のことも紹介させていただきたいと
考えています。当社の取引業者さんは環境問題や SGDs へ
の関心があるところが多いので、関心を持っていただける
のではないかと思います。
● 最後に…
　越井社長もすでに表明していますが、ウクライナ難民の
人々を受け入れる環境が整えば、コシイグループ全体として
取り組んでいきます。住宅の手当てや会社の製造部門など
で働いて頂くことも検討しています。

  7  7

コシイプレザービングさん（大阪市住之江区）は、本紙2021年８月号で紹介させ
ていただいた越井木材工業さんの子会社です。木材としてほとんど活用されてい
ない間伐材（樹木育成のために間引かれる木）を独自の薬剤加工により 100年も
の耐久材に商品化。住宅の長寿命化や点検、保守サービス、道路や河川整備な
どへの利用促進を通じて事業を拡大中です。木材の「地産地消」を掲げる同社は
さらに進めて持続可能な社会の実現のために、ハンガーゼロ自販機を設置して
SDGsに取り組んでおられます。同社総務部清

し み ず た け ひ ろ
水岳祥部長にお話を伺いました。

    Hunger Zero を応援してくださる皆さんの広場

自販機設置のご相談は、大阪事務所まで。JIFH のホームページに資料を掲載。右のＱＲコードからご覧になれます

自販機なら社員全員でS
持続可能な開発目標
DGsの目標に参加できる

㈱コシイプレザービングの取り組み

加
工
木
材
を
使
っ
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

オープンスペースで明るい雰囲気の同社オフィス

㊧駒谷氏（キリンビバレッジ）㊨清水部長、川田氏
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▪発  行  者　清家弘久
▪発  行  所　一般財団法人 日本国際飢餓対策機構
	 Webサイトアドレス	 http://www.hungerzero.jp
	 ｅメールアドレス	 general@jifh.org
	 フェイスブック　	 facebook でハンガーゼロで検索  

▪募金方法　※各種方法で随時受付中、詳しくは電話やウエブサイトで

　①郵便振替　00170-9-68590  一般財団法人日本国際飢餓対策機構
　②他の金融機関からの自動振替③クレジット、デジタルコンビニ

ハンガーゼロ
で検索！

チャイルドサポーター

ハンガーゼロ（日本国際飢餓対策機構 ) は、イエス・キリストの精神に基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。
1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、海外スタッフ派遣、飢餓
啓発を行っています。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the Hungry International Federation）の一員として、18ヵ国60
のパートナー団体と協力し、アジア、アフリカ、中南米の開発途上国で、「こころとからだの飢餓」に応える活動をしています。

「つながる募金」（旧かざし
て募金）に変わりました。
ソフトバンクスマホの方は、
T ポイントで募金ができます。

Hunger Zero

J I F H

大　阪	 〒 581-0032	八尾市弓削町 3-74-1  
（広島）	 ＴＥＬ (072)920-2225	 ＦＡＸ (072)920-2155
東　京	 〒 101-0062	千代田区神田駿河台２-１ OCC ビル 517 号室  

（東北）　	ＴＥＬ (03)3518-0781	 ＦＡＸ (03)3518-0782
愛　知　〒 460-0004 名古屋市中区新栄町 2-3 YWCA ビル 6F
	 ＴＥＬ (052)265-7101	 ＦＡＸ (052)265-7132
沖　縄　〒 900-0033	那覇市久米２-25-8  メゾン久米 20２号　
　　　　ＴＥＬ (098)943-9215	 ＦＡＸ (098)943-9216
U S A 	 Ainote International c/o Mr. Takehiko Fujikawa
             8010 Phaeton Dr. Oakland, CA94605
	 ＴＥＬ(510)568-4939	 ＦＡＸ(510)293-0940  

◦Ｔポイントを利用して「南スーダン・マブイ小学校給食支援」ができます。現在までに1,390,400ポイント（円）のご協力（23,409件）がありました。Ｔポイント募金で検索。
◦「つながる募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

Hunger Zero サポーター　現在…5160口

サポーターお申込み欄 FAX072-920-2155

氏
ふり

　名
がな

 （TEL）

住　所

〒

申込日 　　　　 年　　月　　日　  NL382号

上の申込書をコピーして必要事項を記入の上、FAXまたは郵送にて
大阪事務所までお送りください。届きましたら確認書類等を送らせ
ていただきます。お電話やウエブサイトでも申し込みできます。

※
◀︎
記
入
後
に
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
、下
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
送
り
頂
い
て
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

✓ 下記から希望されるものをお申し込みください

□
ハンガーゼロサポーターとして協力します。
	 ①毎月（　　）口	（１口 1,000 円）
	 ②一時募金として　　　　   円協力します。

□ 継続募金（JIFH サポーター）として協力します。
毎月（　　）口	 （１口 500 円）

□ チャイルドサポーター (子ども１人毎月 4,000円）の
説明書（申込書）を送ってください。

□ 郵便自動引落し申込書を送って下さい。

□ その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。
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タイから

グリーティングカード
　いろいろな用途に使えるさわ
やかなイメージのカードです。ブ
ナなど、現地に自生する木の葉
脈で作られています。手

て す き し

漉紙の
台紙、封筒つき。色やデザイン
はお任せ。
　１枚５00円（送料込）です。
　２枚だと800円（同）です。
代金は銀行振り込みか郵便振替
による後払いです。
お申し込み：
㈱キングダムビジネス
スマートフォンは右の
ＱＲコードから
電話注文：06-6755-4877

森親善大使が支援コンサート
　モリユリ・ミュージック・ミニス
トリーズ主催「ウクライナ避難民
支援コンサート」が５月14日㈯
午後２時半、大阪クリスチャンセ
ンターOCCホールで開催されま
す。親善大使の森祐理さんのコ
ンサートとハンガーゼロの現地
報告があります。入場無料。席
上募金があります。なお当日同時
刻のみYouTubeで配信も行われ
ます。お近くの方はぜひご参加く
ださい。詳しくは同事務所HP：
https://www.moriyuri.com
でご確認ください。

「自分の終活をウクライナ支援に」賛同を集めて募金目標200万円達成！！
　３月20日～４月３日の15日間、愛知県瀬戸市のギャラリーNaniを
会場に「ウクライナ緊急支援チャリティセール」が行われました。
　名古屋学院大学教授をこの３月で退任された増田喜治氏（写
真㊧）が、長年収集してこられた珈琲ミルや蓄音器などを提供
し、200万円の目標を掲げてこのチャリティセールを開催してく
ださいました。この企画は「自分の終活をチャリティにします！」
という増田さんの強い思いで実現しました。
　会期中は元教え子や友人多数が足を運んでくださり、会場の
「せと銀座商店街」や近隣のお店からの商品のご提供も得て、
最終日の4月3日に目標額の200万円を達成。全額をウクライナ
支援に寄付してくださいました。力強い応援を感謝いたします。
※ハンガーゼロのYouTubeチャンネルに関連動画があります。


